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科 目 名 
社会特論Ⅱ 

Social SciencesⅡ 
担当教員 山岡 健次郎 

学  年 5年 学  期 通年 履修条件 選択 単位数 2 

分  野 一般 授業形式 講義 科目番号 12220048 単位区別 履修 

学習目標 

戦後日本を代表する思想家たちの思想を取り上げる。 

専門領域を越境して展開した数々の論争を素材として，思想状況を読み解く眼を養う。 

進 め 方 

各思想家の代表的なテキストを読み進めていく。 

どのような問題がどのような仕方で提出されているか，という点にとくに注意をはらう。 

おもに講義形式で行うが，適宜議論のための時間を設ける。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

１． はじめに（2） 

２． 思想史とは（3） 

３． 戦争と記憶をめぐって（10） 

（１） 戦後責任問題 

（２） 感情記憶 

 

思想史における課題を理解する        A3:1 

 

[前期中間試験]（2）  

４． 試験問題の解答（1） 

５． 丸山真男の政治学（7） 

（１） 政治的リアリズム 

（２） ファシズム論 

６． 吉本隆明の思想（7） 

（１） 共同幻想論 

（２） 擬制の終焉 

 

丸山政治学を通して他者理解を深める     A3:2 

 

 

 

国家とは何かという問題を原理的に把握する  A3:3 

前期末試験  

７． 試験問題の解答（1） 

８． 沖縄の思想（14） 

（１）沖縄戦という体験 

（２）「復帰運動」の歴史 

（３）返還後の動き 

 

 

沖縄という場を通して現代日本社会を見つめる  
A3:2,  A3:3 

[後期中間試験]（2）  

９． 試験問題の解答（1） 

１０．「国民文学論争」（6） 

１１．竹内好と魯迅（7） 

  （１）思想家との出会い 

  （２）「絶望に絶望する」 

  （３）「抵抗」とは 

 

 

論争という思考スタイルに触れる       A3:2 

後期末試験 
 試験問題の解答（1） 

評価方法 ４回の定期試験の平均点で評価 

履修要件 特になし 

関連科目 公民Ⅰ(2年)→公民Ⅱ（3年）→社会特論Ⅰ(4年) 

教  材 丸山眞男著・杉田敦編『丸山眞男セレクション』平凡社ライブラリー 他 

備  考  


